
そうま歴史資料保存ネットワーク
福島県相馬市の市民主体のネットワークです。

一年間の成果をシンポジウムで確認しました。

明治時代から市民に親しまれてきた割烹レストランが解体されることに
なり、什器・資料をもとに展覧会を開催しました。多くの市民の皆さん
が来場し関心の高さをうかがわせました。資料の整理・保存が課題です。

解体された土蔵からレスキューした商家の資料の調査を継続しています。
１月に大学生による研究成果発表会を開催しました。

「そうま歴史資料保存ネットワーク」は１３年
前の東日本大震災、その後２年続きの福島県沖
地震、水害によって歴史ある建物の解体が進み、
歴史ある街並みは失われつつあります。
民間に残る文化財をできる限りレスキューし
ようと立ち上がった市民主体の団体です。発足
から１年、活動の成果をシンポジウム「そうま
の歴史を守る・つたえる２０２３」でまとめる
ことができました。全国のネットの皆さんの多
大のご協力に感謝します。

シンポジウムの記録集が出来上がりました。
会場に持参しています。

市民有志の呼びかけで組織を立
ち上げてから１年が経過しました。
地震災害による家屋の解体は６年
度末で公費負担が終了します。多
くの歴史的な建造物が解体されて
しまいました。内部の資料のレス
キューはできましたが、建築物は
力が及びませんでした。

市民の関心を呼び起こし、研
究・保存の機運を高めることも大
きな課題です。資料の整理や研究
を幅広く市民に発信する活動を継
続していきたいと思います。「そ
うまの歴史を守る・つたえる」を
活動の合言葉に、今年度もシンポ
ジウムを開催したいと考えていま
す。

活動や運営には宮城ネット、ふ
くしまネットの皆さんの多大なご
支援とご指導をいただいておりま
す。


